三島由紀夫に於ける形容語としての漢語――「天人五衰」を中心に―― by 新, 裕美
「天人五衰」
三島由紀夫の、一読しただけでは理解し難い文章の要因は、語
彙面に限定すれば漠話に存するというの
が、本稿に於ける仮説の
勘
―つである。
に於いて、漢語塁が膨大であること、またこれ
．らの語彙を、語構成から観察すると、実用的文章に於ける語構成
と何ら変わることがないと結論付けることとなった。
従
って、彼
の「ぎくしゃくした文体」は、漢語の語構成に起因するものでは無いと考えてよい。
理解し得る速度が遅い文章とは、他方面からみれば、主述の関
係が不鮮明な文章であると
も考えられろ。
これは主語の
省略等の
要因によっても起こるが、三島の文章表現に於いては、多分 主．述の間に入る修飾語にその要因を索め得ると考える。三島の文章の特色
が
、連体修飾・連用修飾の修飾語の多用にあるというの
は、原子翫即も述べろところである。．従
っ
て
、本稿では、「ぎくしゃくした文体」の原因を、主語、
述語、修飾語と漢語の関 に索め、漢語の使用され 位図につて考察する。
⇔方法
また考察対象となる淡匹
ii
、三島の最後の作品である『天人五
庄衰」より抽出したものである。
主語、述語、修飾語の概念は、検本文法
に
依った。即ら、補語
1客語を分立せず、修飾語中に入れて考え 立坂である。但し、主語と修飾話の削に明確な区別
がつけに
くいという問囚点もあり、
補語・客語を設けてさらに複雑に分類する立叫tもあるが、本禍は、漢 の形容語的性格の有無の考察を目的とすろことから、主語との対立関係から補語・客語を 主語・述語・修飾語・独 話と同等の資格で分立する必要はないと考えろ。但 、連用修飾語の中に於いて、 、即ち二格によって示され 語、客語即らヲ格によって示される語は 区別 加えるもの すろ。
対象とした漢語は、字音のみで構成される語
である。前稿の検
証に於いて、三島が字音 みによる漢 の方
を
好ん 用い、和語
・漢語複合形式 或いは外来語・渡語複合形式は、一定蓋しか使
を中心に
三島由紀夫に於ける形容語としての漢語
裕美
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用しないと結論付けた。
従って、
「ぎくしゃくした」、
難解な文
体を支えろのは、
字音専一の形式と考えられる。
．
品詞別分類に於いても、
最も漢語の原型に近い形態を保存する
もの、
名詞（字音自立形式）、
動詞（洟語サ変）、
形容動詞、副
詞に限定して考察すろ。
但し、副詞は全て佐飴語であり、
迎用修
飾語として一括して処理す みに留め
る
。
対象外とした形容詞は、字音語の旅生形式であっ
ても、
「四角
い」「愛らしい」等、
和語との同化が甚だし
く、
文中に現れ
ろ際、
その難解さを担うに不十分であると判断する。
これらの語について、
主語・述語・修飾語のいずれの成分とな
ろかを数飛的に処理する。
0名詞は、
構成字数別に分類する。
構成字数が多い語が、
どの位置に用いられるかによって、
文体
の特色を考察すろものであろ。
②名詞は、
主語に位囮する場合、
主文に於ける主語と、
節に於
ける主語を区別する。
所謂、複文に於けろ節、或い
霞文に於いての対立節は、
特
に複文の場合その節自体が修飾的要素が強いことから分類 てお＜ 
③主語に位證すろ名詞は、
対応すろ述語が和話であるか漢語で
あろかに分類すろ。
これは、主語をも連用修飾語
とする立
場もある
ことから、
分類
を試み
ろ
ものであろ。
④述語に位磁すろ名詞は、
主文
に
於けろ述語と、
節に於けろ述
語を分類する
。
⑰修飾語は、
迎用修飾語、
迎体修飾語とに区別し、それぞれの
被修飾語が、
和栢であるか淡語であろかによって分類すろ。
迎体修飾語に於いて
格助詞「の」によって導かれろ渓語は、
渓語を修
飾するものと考えろのが一般的である。
和話を修飾すろ
場合は、
その不統一によって、
あろ程度「ぎくしゃくした文体」
の要因となり得ろと考えられろ。
⑥連用修飾語に於いて、補 を代表すろ「二格」、
客話を代表
する「ヲ格」を参考として分類しておく
の動詞・形容動詞に於い
て、
述語となろか、
修飾話となろかの
二分類を行う。
これらは、主語
となろこ
とは希であり、
淡語が述語として用い
られろか、修
飾語として用いら
れろかのみを考察する。
また、
連
体修飾に用いられる場合は、
被修飾語が和話・漢語のいずれであ
るかを示す。
以下これらの基準によって分類すろが、
これは、
形態的処理
、
即ち数量的処理であろことを注記すろ。
従って、
どの語が主語・
述語に主
に使用されろか{或
い
はどの語が修飾咋
gの性質を持つか
は、特筆しない。
これは意味的な考察の分野となり、
それぞれの
漢語が意味的 吟味、整理さ
れ
た後、初めて有効となろ。
但し、
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ヽ｀＇’Ca
名詞
宇音語のみで構成されろ語で、自立形式である名詞についての
調査は、構成漢字数別に行うが、先ず表0によって名詞
の結果
を
瓢
すろ
。
r天人五衰」の漠語は、主語となるものがニー·O％
、述語と
なるものが五·O％ 修飾話となるものが七四·O％の比率であらわれろ。即ち、．
仮説とほば
同
様の結果を示したこととなる。
一―
烏は、漢話を修飾語として用いる傾向にあった作家と言ってよかろう。和話
は
元来、一話の持つ意昧範囲が広い為、厳密性の高い
漠語
によって、その意味を限定 る
という方法
は、可能である。
また、三島の言語生活全般に於ける厳格さ、几帳面さがこ
の方法
と密接な関係にあるこ
と
も否めない。
従って、主語に立つものより、巡体修飽語となる話が多いとい
うことになる
。
また、補語・客語として迎用修飾すろものは、それぞれ、ほほ
同様の数債を示し、佃かにヲ格をとろ
語が多いことがわかろ。加
えて、補話・客語を合計した数値より
も、迎体修飾語、即ら、格
に
「天人五衰」の漢話に於ける文章成分的処理
数塁的操作
に
よって、漢語の文章に於ける成分的性質は、或
る
程
度窺うことができると考えろ。また、その際、例示として数語をあげる為 意味的操作の
l
つの手掛かりとなろ。
助詞「の」を伴う話の方が多いことも注目に伯する。一文
に於い
て、
A
のBは、CにDをEした。
の一対一の関係ではなく、
．＇
2 
A
のBは、
A
の
C
にDをEした。
の様に、補話・客語が一っずつであっても、迎体修餘語は二つ以上用いられろ文章が存在すろことを示す。．主語を示す話は、ニー％である
が、その半分には満たないが、
それに近い数、節内の主 占めろ
こ
とがわかる。従って、三島
が節、即ら大きな意味で 修飾を多く用いろことを示
すものでも
あろ
。
元来名詞が述語として用いられろのは、
BはEだ
の場合に於いてのみであろ。従って 三島 漢語に於い も、述語にくるものは、五％と極めて少
な
い。
修飾語として用いられる漢語のうち、その被じ飾語を観察する
時、それが和語であろものは七三・三％
、淡語（宇音語）であろ
もの
二
四
・
六％、
．複合形式、または外来語で
あ
るものニ・
一％
の
結果を得ろ。従って、隈語は、和語を修飾すろ要素としれていることが明確であろ。特に 迎体じ飾語に於いて、漠作飾するものよりも 和語を修飾すろもの
方が多いことは
特徴
的であろ。常識的に、．渓語は、淡語を修飾することが考えら ろ
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表②
主 語
277 
277如．2%)
述 栢
23 
23 (2.7'¼) 
迎休修飾話
250 
連用修飴話
310 
560 (65.l %) 
が 、
前述の几依面さから、
意味限定として和語を修飾することが
多かったと考えられる。
．
ヽJT 一 字 漠 話 の 名 詞し
・
一字漢語の名詞は、
主船に位筐する硝率が他より大きいことが
汲 ② に 明 ら か で あ ろ 。
主 話 に 立 つ 数 量
が、
連体修飾語よりも大き
な数億を示している。
こ れ は 、
「僕」のように使用度数二九一
を
持 つ 語 で 、
しかも主
諾 に
成り易い語がある為である。
ここで比較的多用される話で、
しかも「僕
」
等の人称でなく、
観 念 的 な 意 味 を
渦
有する語の文中に於ける成分の分布を例
一、する
。
「愛」は迎体修飴語になることが最も多く、
或
い は 、
節 内 の 主 諾 、
節 内 の 述
語となる。
即ち、
愛 の（ 愛 が ー す ろ ）（ ー が 愛 で あ る ） 1
に代表される使用法が主であることがわかる。従 っ て 三 島 に と っ て の 「 愛 」 は 、
形容的要素と
して用いられるものである。
それに対して、
「 磁
J
は、
主体となる文章の
主語、述語となる傾向が高い話であろ。主語、述西は、
作品の主題を担う韮要性を持ら、
従って
（表®)
表a
主 語 主＜節 内
語
〉 述 語
修 飾 ,g 
連体修飾 連 用 修 飾
語彙 ニ 格 ヲ 格 その他w K W K 0〈節内〉 w kその他
W K w K W Kそ咲也
愛 3 ゜ 5 ゜ 1 4 4 7 ゜ 1 l 3 1 2 ゜ ゜
忍 5 2 1 ゜ 5 ゜ 2 3 1 ゜ 1 3 1 1 ゜ ゜
生 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 4 ゜ 3 1 1 l l ゜ ゜
死 5 l ， ゜ 1 ゜ 3 6 ゜ l l 15 3 3 ゜ ゜
英 4 2 3 1 ゜ ゜ ゜ 5 ゜ 1 ゜ 3 ゜ 2 ゜ ゜
肉 2 ゜ 3 1 ゜ ゜ 7 2 ゜ 3 ゜ 3 1 2 ゜ ゜
僕 111 19 21 4 ゜ l 31 53 2 16 7 13 6 ゜ ゜ ゜
「生」は
修飾成分（迎体修飾）として、足とは修飾成分でもあるが、
主語として
も多く用いられる。
「美」も、
主語
と な る 例 が か な りみられる。
「肉」は、
迎 体
修飾成分として主に用いられる。
修飾成分となろ
語は
、 作 品 の ム ー
ド
を
担 い 、
主題を
担 う 主 話 、 述 店 は
「生」と「死」
は、
対とな ろ 語 で
あるが、 で あ る と 考 え ら れる
。 「忌」は、作品に
於いて主題の一部
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表(4)
l 
主 語
1389 
1389 (20.6%) 
述
語
341 
341 (5.1 ¾) 
修飾語
2045 
連用修飾語
2965 ＇ 
5010 (74.3%) 
作 家 の 思 想 に 関 与 す ろ よ う に 、 作 家 の 感 性 に 関連が深いと考 え られ
ろ。
その感性
的部 分 を 、 漢語という知性 的 且 つ 論 理 的
な語が示
すことに三島の特徴と言うぺきものがあると考えられろ。
ー 一 一 字 漢
語
f し名 詞 の 大 部 分 を 占 め ろ 二 字 漢語は、当然名詞を 総 括 し た 結 果 と
近似すろ比率で分布する。従って修飾成分的要素が強いと結論付け ろ こ と が で き る 。
（ 表
④ ）
二字漢語に於いても、数語のががを例示すろこととすろ。表⑤
にその結果を示す。多用語
の中から、 動 作主体
となる人称 の 名 詞 「 自 分 」 「 天 人 」 「 老 人 」 両i跡」「人間」と 、 観 念 的 な語「存
在」
「 肉 帳 」
「世間」「世界」「不安」「 病 氣 」 「 卑 俗 」
「 欲
望 」
を 選 択 し 、その分布を調 査 し た 。
人 称 の 名 詞 の 場 合 、
主語となる確率が高い
が
、
「 自 分 」 は 、他とは僅かに 性 格 が 異 な り 、
「自
分 の 憶 打 ら 」 （連体修飾↓W、PIO)、
「自分の
微 笑 」 （ 連体修飾↓K、Plo)と な ろ 場 合 が 多 い 。こ れ は 「 自 分 」 が 、 自 身 と 同 意語で、所有的 性格が強い語で
ある為、 当 然 の 結 果 と 言 え ろ 。
観念的意味合いの濃い語群
では、
「存在」と
「 世 界 」 が主語に立つ確率 が 高 い 。 し か し 、 全体的には、や は り 、修飾成分となり易 い と 考 え
表＄）
主 語 主〈節内
語
〉 述 語
修
飾
話
連体修飾 連 用 修 飾
話羹 二
格
ヲ
格
その他w K W K O(ffij内 w k疇 W K W K W K破池
自分 16 3 42 7 2 1 65 66 1 15 5 23 15 25 3 ゜
天人 1 5  1 5 3 1 ゜ II 7 ゜ l ゜ 6 ゜ l ゜ ゜
老人 14 ゜ 10 ゜ 1 ゜ 7 ， 2 2 1 2 ゜ 3 2 ゜
門跡 6 1 4 ゜ ゜ ゜ 5 1 1 3 2 2 ゜ 2. ゜ ゜
人間 11 4 6 1 ゜ 3 14 22 2 4 2 6 4 5 4 ゜
計 62 9 67 11 4 4 102 • 105 6 25 10 39 19 36 ， ゜
計 1 49 ( 29.3%) 8 (1.ff'/4 351 (69.1 %) 
存在 4 2 6 1 2 ゜ 7 6 1 4 l l l 2 ゜ ゜
肉艘 2 1 2 ゜ ゜ ゜ 5 ， 1 l ゜ 1 2 ゜ ゜ ゜
世11l1 2 l 2 ゜ ゜ ゜ 12 3 ゜ 1 ゜ 1 ゜ 5 ゜ ゜
世界 10 1 3 5 ゜ 1 10 7 I 5 ·O ， 4 6 2 ゜
不安 ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜ 1 l ゜ 7 ゜ 3 2 l ゜ ゜
病氣 1 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 2 3 ゜ 2 ゜ 4 1 1 ゜ ゜
卑俗 1 ゜ I ゜ 0 11 1 2 ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
欲望 1 1 ゜ ゜ 1 ゜ I ゜ ゜ ゜ 1 3 3 l ゜ ゜
計 21 6 14 8 3 13 39 31  3 21 2 22 13 16 2 ゜
計 49 (21.9%) 26(11.6吟 149 (66.5%) 
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てよかろう。
述話が一ー・六％と高い数値を示すのは、
「卑俗」
が
節内の述
語として十一回使用されていることに起因する。しかも、同一文章内に羅列的に使用される。
氣品の高い卑俗、白象の卑俗｀煤高な卑俗、鶴の卑俗、知識に
あふれた卑俗、學者犬の卑俗、開びに充らた卑俗、ペルシ
ァ猫の卑俗、帝王の
、乞食の卑俗、狂人の卑俗、蝶の卑
函．令わ）
•Itんめう
（である）
俗、斑 •••…
同じ語を二
、
三行内に使わないという三烏の信念に反して、繰
り返される、この「卑俗」は、P151以外には登場しない、特異な語であろ。
f
 
S三字以上の漠語三字以上の漠語は、より主語に立つ確率
が
少な＜なる。特に、
三字漢語、四字漢語は、．修飾的要素が強い。但し、多用語に類する語は、主 となる確率の高い語もある。例えば、
「自意識」は、
主
語となるもの七語、連体
修飾話五語、連用修飾語九語である。
連用修飴語のうち、七語は補語、二語が客語である。
為
．
特に五字以上の漢語は、数蜃的には少ないが、文章の硬質性を
担う話であり、これらの中で、主話に用いられろ を挙げ と次のようになろ。
先ず、主体となる文章に於いて、
入淮橡定船階級的墜迫祉會的信用．三億六千萬圃
胎蔵
表(6)
＼ 主．語 述 語
迎体修飾1迎用修飾
修 鉛 語
3K 160 44 
330 I 373 
703 
4K 55 22 ， 
128 I 168 
296 
5k 11 11 
27 I 43 
．． 70 
6K 4 2 
11 r, 15 
26 
7K 1 2 
4 I . 3 
7 
8K ゜ 2 l I ゜
I 
9K 1 ゜ 1 l 
計 232 83 502 I 602 
計 232 (16.4%) 83 (5.8%) 1104 (77.8%) 
界
曼荼
羅木
材濡戟吃水線
節内に於いて、
た
•他化自在天教育的闊心古典的常諜
祉舎的信用
闊心
地下鐵工事対想的闊心針理的矛盾
。國際的大問題
以上で
ある
。ここで特に節内に於いて、
「ーー的ーー」が主語と
なることが多いことは注目に値すろ。
（
。
印）
観念的語氣が主
話に立つ例であろ。但し、全体的には修飾成分が主であり、構成漢字数の多い話につ
いても形容語的性質が強いと言えろ。
夏期木材渕載吃水線
宗゜数的
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名 詞 は 、 数 震 的 に
は、七0％以上が修飾語として、即ち形容語
として用いられることが判明した。また、連体修飾成分となろ場合 、 被 修飾語には和話を
とる
こ と が
多 い と 言 え る 。 従 っ て 、 三 島
は名国に於いて
、 作 家 の 感 性 的 部 分 の あ
ら
われ品い修飾語に、知
性的 で 廠 密 9 漠 店 を
用い、主語・述話等、作家の思 想 の あ ら わ れ
品 い 、 主 題 提 示 部 分 に 於 い て 漢 詔 使用
が少 な
い、という結論を得
ろ 。 ま た 、 修 釣 梧 が 非 常 に 多 い
l_
＿ 品 の 特 色 か ら 、 主 話 ・述話より
も、修釣梧
に 腐 心 す ろ 傾 向 に あ る 。そこに三島の文 章 の 難 解 さ の
要因があ
ると考え
ら
れ る 。
a
動国r 天 人 五 衰 」 に 於 け る サ 変 動 詞 は 、 次 の 三 類 に 分 類 さ れ る 。
。
主体となる文章の述語となるもの
。
重 文 に 於 け ろ対立節の述語となるもの
・
.。
複 文 に 於 け ろ 修飾節の述語となり、連 修飾成分となる
も
の
前者二例は、述語成分であり、後者一例は修銑語成分で
あ
る 。
こ れ ら を 数 糞 的 に 処 理 し た も の が 表 ⑦ で あ ろ 。述栢成分とし て用いられる語は、五六・ 七 ％
、連
体修飾成分と
して用いられる語は、四三・三％
と 、 ほ ぼ 半 数 ず つ に 分 か れ て い
ることが観寮されろ。
ここで、主体となろ文京において、漢距サ変動詞が用いられる
確 率 が 低
いこと
は
、漠語の担う役割が、主語・述語とし
てでは
な
い と い う 名 詞 に 於 い て
の結果と、ほぼ同傾向を示すと言えろ．
汲m
話
対立節内
358 
557 (56.7%) 
修飾 哨
（連 体｝
· 425 
425(43．守A
汲(a)
I 連体修飾語
．． 述 語 w I K I その他
連用修
飾
語
ー ・
155 263 | 268 1 26 261 
155(16.CY'/4 邸7 (57.2%) 261 (26．筋,)
155 (16. ff/4 818（訊Oo/o)
さ ら に 「 漢
語＋な」
の内
と し て 最も 優勢であろ。 連体 修 飾 成 分 迎 体 形
の
「漢
臣十9」が、全体の五七・二％を占め
、
三 分 類 に 於 い て
は、迎体修飾
成分
が四二五語と、最も多くを占
めることが、
この事実に呼応していろ。
3 形 容 励 詞「漠語＋だ」
の
形 容 動 詞 は 、述語
、
連体修飾語
、
連用修飾語と
して用いられる。
．
分類 と し て
は
、 「 漠 類 ＋ な 」 の 迎 体 修飾語となる場合、 被 修飾
語 が
、和語である か 、 渓 で あ ろ か の 二 項 目 を こ れ に 加 え ろ 。 結
果 は 表 ⑧ に ま と め
る
，
．
．
形 容 動 詞 は 、 突 に 八 四 ％ を 修 飾 語 が 占 め る 。
「 漢 栢 ＋ な 」 「 淡
話＋に」を取って現れるの
一ー7 
が殆 ど で あ ろ
。
一
その中でも、
部を分析すろと、被修飾語が和語であるものが二六三西、漠話であるものが二六八語、外来語や、複合形式（和語＋外来匝等）であるものが二六店となる。従って、名問に於いては、和穎を修蜘する比率が大きかったのに対して、形容動詞では、僅
かでは
ある
が 、 漠 話 を 修 飾 す ろ 比 率 が 高 い と い う 結 果 を 得 る 。
® 総 括名 詞 ・ 動 詞 ・ 形 容 動 詞 の 結 果 に 、 迎 用 修 鉛 語 と し て
の
副詞の数
景 を 加 え て 、 漠 話 は 、 主 語 、 述 語 、 修 飾 船 の い ず れ の 形 態 で 現 れ．易いかを整迎する。・
分類項目は、主語（主体となる文・節内）、述語（主体となる
文・節内）、修釣語（迎体修飾語・辿用修飾語）であり、表⑨に示
す
。
．
三島にとって淡語（字音のみの語）は、修飾成分であったこと
が、表より明らかである。
従って、漢話は、
主
に主図を担うのではなく、文窪
や、単語を
節 る 語 と し て 、 或 種 の ム ー ド を 担 う 胆 で あ る と 苔 え る 。
庄
ガ
三島の場合、一作品内に於いて漢話の提なり語数は極めて多N
．ので、この結果は、彼が修飾語にその豊宮な語羹を駆使し、腐心じ、力点を団いていたという結論を導くものである。そし
て
、修
飾 語 と い う 、 最 も 作家 の 感 性 的 部 分 に 、 知 的 で 厳 密 な 漢 臣 を 用 いる こ と も 三 島 の 特 色 の 一 っ と 考 え ら れ る 。
主話・述語には漠語の使用が少ないことから、これらは和話が
表(9)
＼ 
主 語 述 語 修 釣 話
吾体とな記 節 内
寺体とば金i 節 内 連体修飾'l.i \i!l!用修飾話
名 詞 lOO8 830 ' 288 159 カ97 3877 
動 詞 ゜ ゜ 199 358 425 ゜
形容動詞 0 : ゜ 155 ゜ 557 ； 261 
副 印 0 ゜ ゜ ゜ ゜ 150 
計(I) . 1068 : 830 642 517 ・ 3779 4288 
計(2) 1898 (17.to/.) 
＇ 
1159 (10.4吟 8067（れ．5％）
本 稿 で は 、 三 島 の 独 特 の
文体の特色
を
、彼の多用す
る漢詔の位位に索めろことを 試 み た 。
即ら、修鯰語が多すぎて、
主 ・ 述 の 塊 係 が 不 明 確 で あるのに加えて、修節成分として生硬な渓語が位岡する為 に 、 彼特 有 の 薙 陪 な 文 体が 生 じ た と い う こ と で あ る 。
主語・述語が、直接的に
作 品 の 主 題 に 繋 が る の に 対し、径妨語は作品全体のム
ード
を
担当し、色付けとな
る 。 し か も 、 主 Ill ． 述 語 が 、作家の思想Ic祖結すると考えるなら
｀修飾語は
、作家
e
ま と め と 展 望
占 め ろ も の と 推 測 さ れ る 。（主話は固有名詞の湯合も多いJ
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の感性が最も表現され
g
い部分である。
三島は、そこに知性を代
表す
ろ漢語を導入し、
厳密さを要求する。感性的部分に知性を導
入す
るこの方法に、三島
の文体の特色を見出
すことが
できろ。
しかも、迎体
修飾語に於いては、往々にして、その被修飾語と
して和語を選ぶ傾向がある。漢語が修飾する語は漢語である場合の統一性が、
ここに於いて崩される。但し、意味範疇の曖昧な和
語を、巌密な漢 に依って限定す という立場から、充分説明可能な事象である。し
かも、この
語に対する厳格さ
自体、三島
の
人
となりに合致す
ろものである。
‘
しかし、修飾成分として漢語を用い、その一作
品内に於ける異
なり語の提示に腐心し さらに、修飾語自体を多用すろという態度は、換言すれば、諾彙の餡和状態に帰稽する。（三島が異なり語彙に固執するあ
まり、一作
品ー作品に於いて語彙の飽和状態を
招いていたことは、前稿の語構成による
調査からも明ら
かで
あるJ
．即ち、一作品内の全力投入が、他作品との諾彙の一致度に繋がろ
という
こ
とである。
作品が変われば、自ずと主題も変化し、従って、主語・述語は
他
作品と一致する
ことは少ない。（人称代名詞は除くJ
しかし、
修飾成分が前述の理由で
、他作品と一致するならば、各作品のム
_ド自体が似通って来るこ
ととなり、修飾語が感性に発するもの
であ
る限
り、作家内変化が起こらない以上、他作品との一致度は
大きなも
の
であると推察されろ。
従って、彼の異な
り語に対す
る執箸、言葉に対する意謡の厳格
さ自体に、三島の文
体の欠点が存在すると言っても過宮ではあろ
まい。
即ち、漠語の多用自体に、三島
の
弱点があると結論付けるわけ
である。
本稿に於いては、計量的な立場で三島の漢語を特色付けたが、
今後は、一語一語の検証即ら、意味的側面に
於
ける考察が重要で
ある。ここでも名詞の検証の際、数語
、多用
語を選んで調査を試
みており、補注 は、五字漢語以上についての分析表を掲げる。
また、他作家、或いは実用文との比較を行うことも今後の重要
な課題である。補注〇＿拙稿「三島由紀夫の漢語における語構成1r金閣寺」とr天
人五衰』1」（昭和六十年三月「岡大国文論稿」第十三号）を参照いただけれ
ば幸いである。
＇
②テキストは、新潮社r天人五き（
ss[
諄ニエ疇）を使
用した。(3) 
漠語として
の
抽出単位は、国立国語研究所における
a
単位を
使用した。文節か
ら助詞・助動詞を切りはな
したものというの
が原則である ま
、ここでは、最も数の多い字音語を調査対
象とし、，和語漠語複合形式、外来語漠語複合形式は除外した。
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「 三 島 由 紀 夫の文体」
7 ) に 詳
しい。
⑤'
一 例 が 森 重 敏 氏 で あ る 。
r 日 本 文 法 通 論 」 中 に 、 ( 1 0 九 頁 ）
対立関係を客語と補語とに分けるまでの必要はかならず しも な い が 、 ．そのような必要を 認 め な
い
という立場だけを一
方的に押し進めると、抽出関係をもあえて区別する必要もな い と い う こ と に な り 、 ま た 極 端 に は 、 主語さえも連用修
．
飾
語であるという外形論に陥ってしまう。
と
述
べ
る
。
＇
⑥
潤
査の際、表記を簡素化する為に、記号を用いることにし、
以下の各表においては、この記号で表記することとした。KII漠語、WII和語、IKII一字 漢語、旅11ニ字 漢語(JKlgKも 同 様に 構 成 漢 字 数 を表わす
）
を 意 味 す る ものである。
⑦r
天 人 五 衰 」 に 於 け る 漠語の延ぺ話数は、 ー
ニ ニ 0七語、異
なり語数は、五0九七語という膨大な数にのほっている。
'
⑧漢
語一っーつの濶査は今後の課題である が 、 構 成 漢 字 数五
字
以上の漠語は、
その性格上、文章の生硬さをか な り 担 っ て い る
と考えられ、参考として次 に表示する。 (4) 
（右文密院r三島由紀夫研究』S45
参考
表 臣！ 述語 修 飾 語主 語 連体修飾 連 用 修 飾
語 槃 二 格 ヲ 格 その他
W K W,K 。・偉対立
飾
節〉
W K そ0)(也
W K冠池W K W K 
5 K 
準禁治産者
濡二十一歳 1 
隠退孵護士 1 
家庭裁判所 l 
管理事務所 I 
午後三時半 1 
五時五十分 1 
金碧障屏壺 l 
財産三分法 1 
菜食主義者 1 
材木簗租場 I 
三時十八分 I 
七億五千萬 1 
自己正嘗化 2 I 
若年高血堅 I 
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鰐[ 述 語 修 飾
語
主 語
迎体修飾 連 用 修 飾
語 彙
o・<!対立飾節〉 W K  "c<1.池
二 格 ヲ 格 その他
W K W K 
W K W K冠湘W K 
人事興信録
i l 
人逍主義者 1 
西経二十度 2 
西経六十度 1 1 
精神耗弱者 1 l 
覧代埋店 I 
自在天 1 
中驀八葉院 1 
天儘望遠筵 1 
冬期大西洋 1 
日常茶飯事 1 
二等航海士 2 
日本大使館 1 
入
舶
港豫定船 1 
来化粧品 l 
米國大使館 1 ＇ 
北緯三十度 2 
北緯十三度 1 
： 
補六導
時
訓練所 I 
五十分 l 
六時十五分 1 
肋間神経痛 1 
一般的法則 1 ： 
階級的墜迫 I 
感覺的賓在 I 
記述式問題 1 
客観的條件 1 
敢育的闊心 1 
敢育的情熱 I 
工業用溶媒
五十六年間 1, 
古典的常識 1 
古典的法則 1 
視袖癌萎縮 1 
＇ 自
自
動車旅行 1 
動車道路 1 
祇會的信用 1 1 
，
宗教的闊心 1 
＇ 
周遊式庭園 l 
岡業的習慣 1 
敷
政
學
治
的法則 I 
的暗喩 1 
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藍§ 語
修 ，
主 語 述
連体修飾
： ＿ 語 彙 二 格
W K W K ゜ 〈・対修立飾節〉 W K -to.池 W K 
精神的屈辱 l 
世界内存在
撮護腺肥大 l 
胎蔵界諸佛 ； 1 
地下鐵工事 1 
道
肉
緒的要請
慢的闘心 l 
二十三年1111 2 
：日本人船客
人間的契機
八時間交代
方法的矛盾 . l 
老
老
倫理人人
的
性
性
畜
欲
肺
姜求
炎
1 
浪曼派氣質
論理的矛盾 l 
英國紳士風 I 
午前三時沼 1 
五十六年後 1 
促成栽培用 1 
籍記念髯撮影用
1 
1 
1 
軍事補給虞
計 2 1 7 1 ， 2 , 6 19 2 13 2 
6 K 
...'...億二千萬園
外務大臣夫妻
季節熱帯隠域 1 
國際的大問題 1 
午後三時十分 1 
午後七時十分
午前九時現在 1 
金剛界曼荼羅
三億六千萬圃 1 
三月二十一日 I 
自由主義軽濱 1 
十七時二十分 1 
十六時十五分
準禁治産宜告 I 
昭和三十五年 I 
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飾 語
連 用 修 飾
ヲ 格 その他
W K W K冠池
1 
1 
1 
I 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
11 3 lO 4 ゜
1 
1 
1 
1 
： 
'
1 
2 
m 述 修 飾 語主 語 語 連体修飾 連用修飾・ 語 彙 ニ 格 ヲ 格 その他
W K W K 。•〈対修立
飾
節〉
WK殻池
WK W K  WK砂池
昭和二十九年 1 
昭和二十三年 1 
昭和二十八年 1 
昭和二十七年 1 
諸尊二百九随 1 
西癌五十八度 1 
精神分析學者 l 
胎蔵界曼荼羅 1 1 
配宮所得控除 1 
飛行機訓練士 1 
七月二十二日 l 、
網膜神経細胞 1 
理解者的意見 1 
計 ゜ 2 1 ·o 2 ゜ 3 8 0 4 1 4 0 3 3 ゜
7 K 
一萬二千五百園 1 
港瀾管理弔務所 1 1 
三級無線通信士 l l 
十一月二十三8 1 
十二月二十八日 1 
二十四時閻交代 1 
百科僻典的知識 1 
木材涌載吃水線 1 
計 1 ゜ ゜ ゜ 1 1 I 3 0 0 0 0 0 2 1 ゜
8 K 
外金鋼部二百五尊 1 
午後三時三十五分 l 
午後六時三＋ ＝分 1 
計 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 1 1 ゜ 0 0 0 0 0 0 0 ゜
9 K 
熱 1 
夏期木材浦載吃水線 1 
計 ゜ 1 ゜ ゜ ゜ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 ゜
5K以上 総 計 3 4 8 1 13 4 11 31 2 17 3 15 3 15 8 ゜
こ の 表 に 於 い て 、
特 に五字以上の漢語に 限 定 し た 理 由 は
、
これらの語構成の語が 、 最 も 実 用 文 中 にあらわれにくい
と
判
断 し た 為 で あ る 。 即ら 、 こ れ ら の 語 を 多用 す ろ こ と は 、三島の漢語使 用 に 於 け る特 色 と 判 断 す ろ の であ る 。 国 立 国 話 研 究所 報 告4面）のr 婦人 雑 誌 の 用 語 』 中 にあらわれる漢語のうら 、五字漢語以上はわずか に 二 例 の み であ ろ が r 天 人五衰』中には 、一四二例が用いられ て い る こ とは 、 特簸 す ぺ き も のである。語構成に関
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一字漢語のうら、最も多用されろ語を抽出して例示した。二字漠語のうち、最も多用される語を抽出して例示した。
r天人五哀』（三品由紀夫r國語
の
中に於ける漠話の研究』
S2
.
4
.
25初
版
）
s33
.
11
.
3訂正版
•
r日本の炭話」（佐薩喜代治
角川柑店
S 54 . 10 . 20 )
s 
社即智人雑誌の用語』（国立因語研究所報告
4.196)
r 國 語 学 ば 論 」（時枝誠記
岩 波 柑 店
S 16 )
参 考 文 献
(l(t (9
) 
新潮社
認はバ咋疇）
（
山
田孝
雄
，
賓 文記
「婦人雑誌j ．『五人五衰J
異なり 延 ペ 災なり 延 ペ
5
)!) ぽ） 虞） 説も 3K 08. 
156 221 
295 400 4
K ( 5.6) (2.3) ( 6.4) ( 35) 
(0.041 ) (0 .0�) 
87 97 S
K ( 1.8) ( 0.8) 
1 1 39 
45 6K 
(0.04) (0.01) ( 0.8) ( 0.3) 以上
（カ
ッコ内はそれぞれの
字音話のみの総語羹数に対する％を示す。）
国文学研究資料館調査研究緑告第八号
8
第十五号
第 十 回
r
日
本文法通
論
』＇
（森煎
r 國 文 法 囮 系 論 』
（橋本進吉
凪閻笞房岩波苔店
研 究 室 受 贈 屈 書 雑 誌 目 録 （ 四 ）
国話国文玲集（学習院女子短期大学）
第十六号
国話閲文論集（安田女子大学）
第 十 六 号 、 第 十 七 号
因語と教育（長綺大学）
第十一
9号
国語表現研究（大阪教育大学）
第三号
閲 際 日 本 文 学 研 究 集 会 会 議 踪 （ 国 文 学 研 究 資 料 館 ）国文（お茶の水女子大学）
第六十六号、第六十七号
閲 文
研究と教育
（
奈良教育大学）
第 十 号
国文学(OO西大学）
第 六 十 三 号
国文学会誌（京都教育大学）
第 二 十 二 号 、 第 二 十 三 号
国文 学 会 誌 （ 新 屈
大
学）
•
第一二十
サ
国文学科報（跡見学園女子大学）国文学研究（群馬県立女子
大
学）
第 七 号
国文学研究（早稲田大学）
第九十一集、第九十二集、第九十＝菓
国 文 学 研 究 資 料 館 講 狐 集
（ 岡 山 赤 十 字 病 院 附 属 看 護 専 門 学 校 非 常 勁 講 師 ）
s 34 . 10 . 28 )
 
すろ塙査 は 拙 稿注 0 に 詳 じ い 。
敏
s34.J.10
) 
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